
１．はじめに　－本研究の目的と本稿の位置－

　音楽科実践学研究において、授業実践レベルの国際

比較研究は緒についたばかりである１）。授業実践を比較

するということは、授業における教授・学習過程を切

り出して方法や教材を比較するだけではなく、各国

（あるいは州）のカリキュラムやその理念となる哲学

がどのように実践化されているのかという視点を共通

項として比較検討していくことが必要となる。

　本研究は、先に国立教育政策研究所が分析・紹介し

た「米国カリフォルニア州の音楽カリキュラム」（California 

Music Content Standards、以下、CMCS）２）のコンテンツが、

どのように授業実践されているのか、また、CMCSは

具体的にどのような授業実践を求めているのかという

関心を動機とする。それを探るには、CMCSの分析と

CMCSを実践に導く教科書の分析、そしてカリフォル

ニア州（以下、加州）の様々な教師による数多くの授

業を分析することが適当な方法であると考えた。また

日本の授業と比較する場合においても同様に、学習指

導要領とCMCSの比較、教科書の比較、そしてそれを

経て、日本の多くの授業から帰納された方法論と加州

のそれとを比較する3段階をなさなければならないと考

えた。

　よって本研究は、この比較の３段階を遂行するもの

として計画された。その中で、教科書比較と授業比較

においては、比較の視点を焦点化させるために、扱わ

れる教材を統一した。その教材として、日本のすべて

の小学校音楽教科書に掲載され、かつ、加州の約60％

の学校が用いているシルバー・バーデット社（Silver-

Burdett）の音楽教科書『Making Music』カリフォル
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要旨：本稿は、日本とカリフォルニア州の音楽授業比較研究における第２段階の研究結果である。すでに第１段階と

して終了したカリフォルニア州のカリキュラム「California Music Content Standards」の分析に引き続き、そのカリ

キュラムと授業実践をつなぐ教科書の内容を分析して、カリキュラムが実践に求める具体的内容や方法を明確に把握

することがこの第２段階の目的である。この結果を受けて、それがどのように実際の授業で実践されるかを検証する

第３段階へと続く。取り上げた教科書は、シルバー・バーデット社の『Making Music』カリフォルニア版（2008）教

師用指導書で、『Making Music』と日本のすべての教科書に共通して掲載されている教材曲《かえるのがっしょう》

を扱う単元について比較検討した。その結果、音楽概念をベースとした演奏技能の教授、音楽活動を通した音楽と関

連する他教科領域の概念学習とその方法を含んだ合理的な単元構成が日本との相違として明らかになった。
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ニア版（2008） ３）にも掲載されている《かえるのがっ

しょう》 ４）に着目した。よって、日本と加州において、

《かえるのがっしょう》を用いる学習指導の内容は、

教科書ではどのように示され、授業ではどのように実

践されるのかを明らかにすることが、この第２段階と

第３段階の定式化された目的である。

　本稿はその中の第２段階にあたる、教科書における

《かえるのがっしょう》の扱われ方についての比較分

析結果を提出するものである。

２．方　法

　教科書は教師用指導書を用いて分析する。日本は教

育芸術社刊『小学生の音楽２　指導書　研究編』2004

年度版（以下、教芸） ５）、東京書籍刊『新編　新しい音

楽２　教師用指導書　研究編』2004年度版（以下、東

書） ６）、教育出版刊『小学音楽　音楽のおくりもの２　教

師用指導書　研究編』2004年度版（以下、教出）７）、

加州は前述した『Making Music』のGrade K、2008年

版のTeacher's Edition（以下、「Making Music」） ８）を

分析する９）。

　まず、「Making Music」と日本の音楽教科書を構成

の点から簡単に概観する。続いて、両者において《か

えるのがっしょう》《Kaeru no uta》の指導が、どのよ

うな内容をどのような方法で行うように求められてい

るかを抽出し、指導内容や学習活動内容等の項目ごと

に併記した一覧表を作成する。その表に基づき比較検

討する。また特に「Making Music」の検討において

は、その解釈の的確性を担保するため、筆者宇野が加

州公立学校のSomis Union Schoolにおいて「Making 

Music」に準拠した《Kaeru no uta》の授業を試み10）、

その授業を構成する過程で受けた同校音楽科教諭によ

る「Making Music」の解釈も加える。

３．結　果

３．１．　構成の比較

３．１．１．　「Making Music」の構成

　《Kaeru no uta》は、「Making Music」の幼稚園（Grade 

K、以下、K）版にある。その表紙をめくると、まっさ

きにKのCMCS一覧がある。続いて本書の構成が示さ

れ、そこにはKから６（６年生）までのユニット（＝

単元）の構成が一覧に掲げられている。ユニットはど

の学年も12本で構成されており、それぞれユニット名

が付されている11）。また、ユニット１～ユニット６は「音

楽づくりへのステップ」（「Step to Making Music」）と

して、音楽の諸要素（Elements）と技能（Skills）を

ベースとする学習12）、ユニット７以上が「音楽づくり

への道」（「Path to Making Music」）としてテーマをベー

スとする学習になっており、学年ごとにテーマがユニッ

トに付されている13）。また、各ユニットは９～12のレッ

スンで構成されており、ユニットごとにそれぞれのレッ

スン内容の概略（Unit at a Glance）を一覧表にまとめ

て示している。その表の縦軸には各レッスン、横軸に

はそのレッスンで扱う「諸要素」、「技能」、「関連事項」

（Connections）、「音楽と他教科」（Music and Other 

Literature）、「評価」（Assessment）の５項目が並んで

いる。

　各レッスン部分は見開き２ページとなっており、そ

の冒頭には、そのレッスンで扱う「重点要素」（Element 

Focus）、「技能の目標」（Skill Objective）、「関連内容

の活動」（Connection Activity）、「教材」（Materials）、

「学習する語彙」(Vocabulary)、「対応するCMCS」、「補

充教材」（More Music Choices）を枠で括って要点的

に示している。見開きの中央部には子どもが持つ教科

書の縮小コピーが掲げられ、それを取り囲むように、

そこで行う学習活動が、１．導入（Introduce）、２．展

開（Develop）、３．まとめ（Close）として具体的に示

されている。また見開きの下部には「Footnotes」とし

て補充的な内容（「Skills Reinforcement」や「Building 

Skills Through Music」）、教師へのアドバイス（「Teacher 

to Teacher」）、コラム的な内容（「Spotlight On」）が記

されている。

３．１．２．　日本の教師用指導書の構成

　日本の３社の教師用指導書はどれも概ね、一題材（＝

単元）ごとに、指導の要点を挿入した児童用教科書の

コピー、題材構成の例、指導計画あるいは展開の例、

指導のための解説、教材曲の解説、資料で構成されて

いる。またそれぞれの書の冒頭部分に、各題材で扱う

教材とそれに関連する学習指導要領「２．内容」の各

項目の要点とをクロスさせたマトリックスを示してい

る。

３．１．３．　構成における相違

　大きな相違点は２つある。第１は、授業構成を示す

点で、「Making Music」はそこに書かれていることを

そのまま実践すればよいように要点的に記述されてい

る。あれやこれやとページを括って授業を構想する必

要はなく非常に合理的にできている。一方、日本の教

師用指導書は、そこに示している題材構成や授業プラ

ンは教科書会社が作成した「例」であり、教師はそれ

を参考にしたり、資料として掲げられている事項を読

んだりしながら各学校の実態に合わせて計画し、実践

しなければならないことになる。

　第２は、「Making Music」は指導内容や学習活動が

CMCSのどれに対応するものなのかが常に意識される

ように編集されている点である。対応する箇所には

CMCSの番号が付され、特に強く関連するものには鍵

マークが付いている。

　一方日本では、冒頭部分のマトリックスによって学

習指導要領との対応をその都度見る必要がある。
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３．２．　内容の比較

　次に「Making Music」において《Kaeru no uta》が

扱われているレッスンと、日本の３社において《かえ

るのがっしょう》が扱われている学習次に記されてい

る内容を、項目ごとにまとめて表1に示す。以下、その

項目に沿って述べる。

３．２．１．　扱う学年

　「Making Music」では幼稚園（５歳～６歳児）、日本

では小学校２学年で扱われている。

３．２．２．　タイトル

　「Making Music」では、《Kaeru no uta》を扱うレッ

スンはユニット７「アメリカの音楽づくり」（「America 

Makes Music」）の「私に関するすべて」（「All About 

Me」）の中にあり、「Gwa! Gwa! Ribbit! Ribbit!」とい

うレッスンタイトルが付けられている。このタイトル

は子どもの教科書にも記されている。一方、日本では

《かえるのがっしょう》を含む題材名は、教芸、東書、

教出それぞれ「ドレミであそぼう」、「がっきランドの

　たんけん」、「わくわくリズム　なかよしドレミ」で

あり、子どもの教科書ではそれぞれ、「２つの くみに

わかれて えんそうしましょう」、「さあ がっそうしよう」、

「歌や 楽器で おいかけっこを しよう」となっている。

日本では、子どもはそのタイトルから学習内容がわか

るようになっているが、「Making Music」ではタイト

ルからはわからず、教科書に小さく書かれている

「Singing」でそれがわかるようになっている。

３．２．３．　時間

　「Making Music」には記載がない。日本は４ないし

５時間である。

３．２．４．　指導内容

　「Making Music」では、音楽の諸要素は「リズム」、

技能は「歌唱」、関連事項は「科学」が指導内容となっ

ている。きわめて明確である。

　日本は、このように明確には示されていないが、あ

えて題材の目標や学習活動から指導内容を抽出してみ

れば、教芸は「旋律」「拍」「旋律と旋律の関わりあ

い」、東書は「旋律」「伴奏と旋律の関わりあい」「旋

律と旋律の関わりあい」、教出は「旋律」「音色」「音

の重なり」になろうか。

３．２．５．　CMCS及び学習指導要領との対応

　表１のように、「Making Music」のレッスン５にお

いて鍵マークが付くCMCSは、2.2「記憶を辿って年齢

にふさわしい歌を歌う」（Sing age-appropriate songs 

from memory.）と、2.3「拍、テンポ、強弱、旋律の

方向性を認識したことを、楽器を演奏したり、動いた

り、言葉で表したりする」（Play instruments and move 

or verbalize to demonstrate awareness of beat, tempo, 

dynamics, and melodic direction.）である。また鍵マー

クはついていないが副次的に関連するものが、2.4「声

や教室にあるいろいろな楽器を使って、伴奏を創る」

（Create accompaniments, using the voice or a variety 

of classroom instruments.）、3.1「日常の体験の中で、音

楽のいろいろな使われ方がわかる」（Identify the various 

uses of music in daily experiences.）、4.1「ある特定の

音楽について、その音楽に合った動きを創造する」

（Create movements that correspond to specific music.）

である。

　一方、日本の教師用指導書は、３社とも《かえるの

がっしょう》という曲が、学習指導要領のどの内容を

実現できる教材であるか、という情報を与えている。題

材で行う活動や内容ではなく、教材と関連させている

点が特徴的である。その結果は表1の通り。

３．２．６．　目標

　「Making Music」においてレッスン５の「目標」

（objective）として掲げられているのは「技能の目標」

（Skill Objective）のみである。そしてこの「技能の

目標」は「リズムパターンを正確に演奏すること」（Sing 

a rhythmpattern accurately）の１点である。つまり、

諸要素の知覚や反応も、関連内容の獲得も、すべて技

能に収斂させてそれをゴールとして見る考え方といえ

る。

　日本も、階名唱や旋律楽器による演奏、輪唱奏など

の技能が求められているが、「感じ取る」（教芸）や、

「親しむ」（東書）、「楽しむ」（教出）といった感受や

態度についての目標が掲げられている点が「Making 

Music」にはない特徴である。

３．２．７．　学習活動

　「Making Music」も日本も、学習活動内容は具体的

に示されている。「Making Music」では、導入で、か

えるの鳴き声を聴いたり聴き比べたりするための聴覚

を使った活動を行い、かえるには様々な鳴き声がある

ことや日本とアメリカのかえるの鳴き声の違いに注目

させている。これは指導内容の「関連事項」にある

「科学」に対する活動（Activity）に対応する。

　展開では大きく２つの活動をさせている。１つは、

後半４小節のリズムパターンの知覚とそれを手や楽器

でたたくことの技能、もう１つは全体を正しいリズム

で歌うことである。前者においては、「日本ではかえ

るはゲロゲロゲロゲロ グワッグワッグワッと鳴くんだ

よ」と教師が言い、そのリズム感をもとに最後の２小

節のリズムパターンをCD演奏に合わせて唱えたりたた

いたりさせ、続いてCDなしでゆっくりたたき、最後は

クラスメートの歌と一緒に楽器でたたけるようにさせ

ている。またその知覚においては、リズムパターンが

わかったら手を挙げさせて確認するように指示してい

る。後者では、前半４小節の山型の旋律線を手で描く

ことによって知覚させ、その後、英語で歌われるCDと

日本語で歌われるCDに合わせて歌わせている。後半４

小節のリズムパターンがたたけるようになり、その上

で全体を歌うという流れができている。そしてまとめ
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では、目標に対するアセスメントを行うこととしてい

る。

　日本では３社とも、階名唱、旋律楽器による演奏、

輪唱奏を求めている。《かえるのがっしょう》は多く

の子どもが知っている旋律であることや、輪唱ができ

る曲として有名であることから、これらの学習のため

に相応しい教材として選択されているものと考えられ

る。またそれらに加え、東書は歌の伴奏となるリズム

打ちを２部で行うこと14）、教出は５～６小節の４分音符

と４分休符が交互に表れる部分においてかえるの鳴き

声を工夫して歌とつくった鳴き声のかけ合いをさせて

いる。

３．２．８．　評価

　「Making Music」では、「技能の目標」に対応して１

点のみ「正確なリズムで１つの簡単なパターンを歌う

ことができる」（Sing a simple pattern with rhythmic 

accuracy）というアセスメント項目が示されている。

アセスメントの方法は表現（Performance）と観察

（Observation）による。またアセスメント項目の箇所

には、「Skill:SINGING」という文字が強調ロゴを用い

てマークされており、目標とずれないアセスメントを

実行させようとする強い姿勢が感じられる。

　日本では３社とも題材例と整合する観点別評価の評

価規準を設定し、その方法とともに展開例の中で示し

ている。そのことにより学習指導の過程でいつ何をど

のような方法で評価するのかがわかるようになってい

る。《かえるのがっしょう》は表現領域の学習として

扱われているので、観点ア「音楽への関心・意欲・態

度」、観点イ「音楽的な感受や表現の工夫」、観点ウ

「表現の技能」の評価規準を設定している。

３．２．９．　発展的・補充的学習事項

　「Making Music」では、技能に関して２つの学習内

容を掲げている。１つは、５小節目のリズムをキーボー

ドの主音で弾かせること、もう１つは、かえるのパペッ

トを作りそれを用いて音楽に合わせて上下させる活動

である。前者はCMCSの2.4と対応することが示され、

リズムパターンの知覚と技能をサポートするものであ

ることがわかる。また後者は、旋律線の知覚と歌唱を

サポートするものであることがわかる。

　さらに、関連事項や他教科との関連に関するものと

して次の３つが示されている。第１は、かえるやその

鳴き声についての事柄である。かえるの鳴き声は水辺

で聞けることや、湖や湿地に住むかえるや日本の沖縄

の木に住むかえるなど、かえるによってそれぞれ違う

鳴き方があることを情報提供している。このことは

CMCSの3.1「日常の体験の中で、音楽のいろいろな使

われ方がわかる」（Identify the various uses of music 

in daily experiences.）に対応している。

　第２は、言葉のリズムに合った繋がりやリズムチェー

ンを使ってリズム伴奏を創ることである。これは、詩

のもつリズム感を捉え、この曲の基本的なリズムをキー

プする技能を求める学習であり、CMCSの2.4と対応す

る。その具体的な指導方法は「Teacher to Teacher」

に示されている。

　第３は、算数と関連する学習活動である。《Kaeru 

no uta》の冒頭２小節の英語歌詞「One frog, two frogs, 

three frogs, hop!」に合わせ、まず音楽なしで第１グルー

プが「One frog」の部分でジャンプし、続いて第２グ

ループと第３グループがそれぞれ「two frogs」「three 

frogs」の部分でジャンプしていく。その後、音楽に合

わせてそれを連続的に行う。この活動はCMCSの4.1に

対応し、音楽と動きを通して数の概念を習得させよう

とするものと考えられる。

　日本の３社では、学習指導要領を超えるいわゆる「発

展的な学習」は、教芸で「五線上の音の位置の把握」

を掲げている。児童用教科書には「ファとレの音ぷの

いちはここだよ!!」として、高音部譜表における音符

のたまの位置を教えている。これは中学年以降で行う

視唱の先取りとして読譜と相対的な音程感に関わる学

習を示しているものといえる。

３．２．10．　音楽用語

　「Making Music」では、「リズム」「パターン」東書

では「輪奏」「輪唱」教出では「４分音符」「４分休符」

「小節」「縦線」「終止線」がこの学習で習得する音楽

用語として示している。

４．　知　見

　以上、「Making Music」と日本の教師用指導書にお

いて《かえるのがっしょう》がどのように扱われてい

るかを明らかにした。そこから得られた知見を集約す

ると次の３点になる。

　まず第1は、「Making Music」ではリズムとリズムパ

ターンの知覚を基盤にしてそれを奏する技能を求めて

いること。日本では階名唱や輪唱奏、交互奏やオスティ

ナートを伴う楽器アンサンブルとそれらを楽しむ学習

が求められているということ。逆に言えば、どちらも

それらを学習するために適した教材曲として《Kaeru 

no uta》《かえるのがっしょう》が選択されていること

がわかった。

　第２は、「Making Music」には、音楽活動と統合さ

せて他教科に関わる概念をも習得させようとする内容

をもっていることである15）。日本では小学校学習指導

要領に音楽の文化的側面の内容理解が示されていない

こともあり、表現領域では楽曲の演奏を中心とした授

業が展開されている。《かえるのがっしょう》の授業

においても、「Making Music」にあるような、かえる

の鳴き声に対する表現の違いから諸外国との文化比較

を行おうとする発想はない。

　第３は、具体的な指導方法についてである。
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「Making Music」では、リズムパターンを正確にたた

けるための指導方法やCDなどの副教材を使用する場

面、また子どもに語る話の具体的内容や語る場面など

を詳細に示している。日本では３社とも、展開例や展

開計画例の中には指導方法が明確に記載されていない。

そのため教師は、そこに書かれている学習活動から指

導方法を読み取ったり16）、指導上の留意点や17）、指導上

の参考資料として掲げられていること18）を指導の方法

としたりしているのではなかろうか。

　シルバー・バーデット社の音楽教科書は、かつてそ

の編者でもあった音楽教育哲学者Ｂ． リーマー

（B.Reimer）による「美的教育」（Aesthetic Education）

を理念とし、そのためにコンセプチュアル・アプロー

チ（conceptual approach）によって概念学習を中心と

するカリキュラムを打ち立てていた。例えば、1978年

版の教師用指導書『Music』におけるカリキュラムの

スコープは、音楽の諸要素に関する「音の表現的特質」

「諸芸術」「音楽様式」「職業」からなっている19）。し

かしこの《Kaeru no uta》のレッスンにも見られたよ

うに、そこには概念や諸芸術（他領域との関わり）の

学習を残しつつ技能の重視が求められているのには、

やはりCMCSやその基となった1994年の「全米芸術教

育標準」（National Standards for Arts Education） 20）の

影響があったものと考える。

５．今後の課題　－第3段階に向けて－

　この第２段階の作業によって、CMCSと学習指導要

領に基づく指導内容や方法の具体を机上で知ることが

できた。続く第３段階は、加州における《Kaeru no uta》

を扱う授業の分析を行う。また筆者らによって日本の

内容と方法による《かえるのがっしょう》を加州で実

践し、そこの現場の教師からその授業に対する評価も

受けてみたい。またその逆も日本で行ってみたい。

さらに、第２段階では判明できなかった以下の点も明

らかにしたい。

　第１は、「Making Music」に示されたこの方法で、

確かに目標到達まで導けるのか、という疑問である。

様々な資質レベルの教師においてもこの内容を辿って

いけば優れた授業が展開できるように編まれているこ

とはわかるが、果たして現実はどうなのであろうか。

また子どもの音楽的能力や民族性も様々である加州の

公立学校において、教師は《Kaeru no uta》の指導に

どのような工夫やアレンジをしているのだろうか。

　第２は、《Kaeru no uta》があるユニット７のレッス

ン５にかける時間である。「Making Music」を見る限

り、その内容を完全に遂行するためには少なくとも４

～５時間はかかるのではないかと推測される。加州の

多くの公立学校における音楽の授業時間数は、１回30

分～40分の週１回程度であり、現在はさらにそれが縮

減傾向にあると聞く21）。そのような中で、「リズムパター

ンを正確に演奏すること」という目標がきちんと実現

されているのかを確認したい。

　第３は、アセスメントの具体的方法である。いつ、

どのような方法で目標の到達を確認していくのか、こ

れもまた「Making Music」に示されていることの他に

行っている実際的な現実を確認したい。
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